
CO選択吸着剤と水素吸蔵合金を用いた 

改質ガスからの水素精製に関する研究 

 
（神戸製鋼所）○（正）藤澤 彰利※，（法）三浦 真一

 

１． はじめに 

近年、固体高分子形燃料電池（PEFC）は定置形燃料

電池や水素自動車用途向けに実用化段階にある。定置

形燃料電池用途における水素製造は、天然ガス等の化

石燃料を改質後、選択酸化により電極触媒の被毒要因と

なるCOを除去し、改質ガスを燃料電池スタックに供給す

る方式が主流となっている。しかし、この方式では、熱プ

ロセスを含む改質器の応答速度が電力の負荷変動に追

随できないため水素を過剰に供給する必要があり、改質

効率の低下を招いている。一方、水素自動車用の水素ス

テーションでは改質ガスを水素PSA等により純水素に精

製し、圧縮機で圧縮して水素自動車へ供給する方式が

主流となっている。しかし、水素PSAは起動停止時や部

分負荷運転時の効率に課題があり、DSS （Daily 

Start/Stop）運転時における効率向上が必要とされてい

る。 

CO吸着除去器と水素吸蔵合金（以下MH）を組み合わ

せた水素製造方法（COA-MIBプロセス,図1）は改質ガス

から連続的に高純度水素を製造する方法である。PEFC

に水素吸蔵合金から放出した純水素を供給することで、

PEFCの負荷追従運転が可能となる2)。また、MHを精製と

共に貯蔵に用いるため、設備起動後すぐに水素供給が

可能となる。これにより、DSS運転に適し、改質効率の高

いシステムの構築が可能となる。 

本稿では、MHを利用した水素精製実験結果について

報告する。 

２．実験 

 MHは20℃での平衡圧0.2MPa（MH-1）ならびに25℃で

の平衡圧0.1MPa（MH-2）となるように合金種・組成比を

調製したLaNi5系合金（いずれも日本重化学工業(株)製）

を用いた。COA-MIBプロセスではMHへの被毒が懸念

されるCOをMH前段の吸着除去器で処理することを特徴

とする2)。したがって、本実験ではMHに流通させる改質

模擬ガス中のCOをゼロとした。改質模擬ガス組成は

H2:80%,CO2:20%、流量は1.6NLMとした。水素吸蔵・精製

工程、水素放出工程は共に30minとした。また、水素吸蔵

時に発熱、水素放出のために熱を要するため、水素吸

蔵・精製工程時では20℃冷水による冷却、水素放出工程

では低質排熱に相当する80℃温水による加熱を行った。

それぞれの水素吸蔵合金について、水素吸蔵・放出サ

イクルを30回行った。 

 

３．実験結果 

 水素吸蔵率のサイクル変化を図2に示す。 

 

MH-1の水素吸蔵率は平均88%であるのに対し、MH-2

の水素吸蔵率は平均95%であった。また、30サイクルで

は水素吸蔵率の大幅な低下は見られないことを確認し

た。 

 

４．まとめ 

 今回の実験で、MHを用いて改質模擬ガスから純水素

の精製に関するの基礎データを採取し、プロセスの成立

性を確認した。今後は水素製造量3m3/hのベンチ試験

装置による、改質器、CO除去部も含めた水素製造試験、

ならびにFCと連携させた発電装置としての制御方法の

確立を実施し、本プロセスの実用化に向けた開発を継続

する。 
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図2 水素吸蔵率のサイクル変化 

図1 COA-MIBプロセス概念図 
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